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研究成果の概要 

本研究では、エクソソームをはじめとする細胞外小胞（Extracellular Vesicle: EV）に着目し、徐々

に明らかになる EVの可能性を大きく臨床応用へと進めるための礎となる革新的技術開発を実施するこ

とを目的としている。あらゆる細胞は、EVを放出する。1983 年に細胞が放出する老廃物として同定さ

れた EV に対する認識が、生物学的に重要なものと明確に変化したのは、2007 年の Valadi らの報告

（Nature Cell Biology 2007 他）の、エクソソームが生理活性をもった分子を搭載し細胞間を水平移

動することで、細胞間相互作用に関与する可能性が示唆された発見に端を発した。研究担当者は、EVが

がんの病態に関わる重要な機能を有することを詳細な基礎実験をもとに行っており、臨床的に極めて

応用性の高い標的となることを実感してきた。本研究では、EV の基礎生物学的機能に則して検討を行

いつつ、常にヒト体液検体を用いて研究を遂行し、EV 研究さらにはがんトランスレーショナル研究に

パラダイムシフトを起こしうる知見を得ることを目的としている。そしてその先の実臨床応用、社会還

元へとつなげることが目標である。本年度は、初年度のラボ設営、昨年度のデータの積み重ねが結実し

た 1年であった。とくに、EVの分離に関する Yokoi A, et al. Sci Adv. 2023と Yokoi A, et al. Nat 

Commun. 2023 の論文発表を行うことができたことは特筆すべき成果であると考えている。これらの成

果を軸にしつつ、引き続き新たな技術開発と、それに即した検証・生命現象の理解への応用、および医

療応用の可能性について追及する。 
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